
























































































































































































































































































　TWI とは、Training Within Industry for supervisors
の頭文字をとったものであり、第一線の監督者のための企
業内訓練のことであり、
　JI（JobInstruction） 仕事の教え方
　JM（JobMethod） 改善の仕方
　JR（JobRelation） 人の扱い方
　JS（JobSafety） 安全作業のやり方
の４つのコースがあります。
　弊社は、その中のTWI-JI を使い、実際の作業を題材に
して、作業者に対し正しい手順の仕事をさせる“教え方”
について、セルを管理する管理監督者達に教育していま
す。
　この研修では、『作業者が覚えていないのは、自分が教
えなかったのだ』ということを理解させ、作業者のヒュー
マンエラーをなくすための“教え方”についての技能を身
につけさせます。
　次に、MODAPTS（モダプツ）とは、IE（インダストリ
アル・エンジニアリング）の手法の一つで、MODular
ArrangementofPredeterminedTimeStandardsの略です。
　MODAPTS では、人間の上肢の動作を中心とした基本
動作を、全部で21の記号で表します。
　各記号は、動作の内容と時間値を含んでおり、動作を簡
単に時間で把握することができます。
　たとえば、机の上においてあるペンを掴む動作は、ひじ
の関節から先の前腕を伸ばし、指で掴むという動作のた
め、M3G1と分析されます。
　MODAPTS では、動作時間の単位を MOD（モッド）
で表し、1MOD=0.129秒としています。
　先ほどのM3G1は、4MODですので、0.129×4=0.516
秒の動作と分析されます。
　このように、MODAPTS によって、すべての作業動作
を簡単に時間化できるため、標準時間の見積もりや作業現
場のムダ取り改善ができます。
　動作は、小さくすればするほど短い時間で済むため、弊
社の作業現場は、基本的にM3以下の動作を追及してい
ます。
　立上当初のコンベア生産では、肩から先の腕全体の動作
であるM4や腕全体でしかも伸ばしきった腕の動作であ
るM5がほとんどでした。
　この動作をM3以下に改善にすることにより、時間短
縮と作業者の疲労の緩和が可能になりました。
　一人の作業者が１日に5,000回同じ動作をする場合、
M5からM3の動作改善で、1,290秒（21.5分）の削減がで
きます。
　TWI-JI は製造現場の管理監督者全員に、MODAPTS は
管理監督者に加え、設計や製造技術に従事する者全員に受
講させており、現在も継続しています。
　生産性が３倍になったのは、これらの基礎教育を徹底
し、改善人材を育成できた結果であると思います。
　基礎研修の他にも、コンサルタントに依頼し、製造、品
質、技術等の教育コースを設けて、社内で専門知識教育を
行っています。
　また、優秀な社員のモチベーションを更にアップさせる
ために、本社への１年間の出向勤務をさせています。
　この出向は単なる研修ではなく、実際の本社業務を担当
させ、将来的には、その業務をベトナムに移管することを
37フォスター電機のベトナム事業 展開と人材育成について
目的にしております。
　もちろん、日本語の習得も大きな目的のひとつです。
　今年は、設計２名、生産管理１名が、本社に赴任し業務
を開始しており、来月、更に２名の設計者を出向させま
す。
　更に、将来の海外拠点の役員候補を育成する目的で、海
外現地法人各社から選抜した幹部を本社に集め、グルーバ
ルリーダー研修を行っています。
　ファイナンス、リーダーシップ、戦略等の基礎教育や
ケーススタディーのコースを、１週間ずつ３回に分けて実
施しています。
　会社概要の時に説明した、ダナンとクアンガイの社長を
任せているHoang もそのコースの卒業生です。
　他の海外拠点でも、このコースの卒業生から現地法人の
責任者や役員が誕生しています。
　真のグローバル人材の育成に関して、ベトナムでは立ち
上げ当初より、幹部候補には、必ず日本語を話すことを義
務付け、会社も日本語教育を徹底させる事を主眼に実施し
ました。
　日本の品質やものづくりに関する DNA を伝授するに
は、日本語が欠かせないというポリシーを今後も貫き、現
地人に経営を任せるという信念の基に人材の育成を図って
いきます。
　以上、お分かりにくい点もあったかと思いますが、弊社
のベトナムでの事業展開と人材育成についての話をさせて
いただきました。
　ご静聴、ありがとうございました。
